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総
会
で
は
、
ご
来
賓
の
紹

介
に
続
き
、
丸
山
理
事
長
が

開
会
の
挨
拶
を
行
な
い
、
そ

の
後
、
議
長
に
理
事
長
が
選

ば
れ
、
議
案
の
審
議
に
入
り

ま
し
た
。

第
一
号
議
案

平
成
24
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
、
利
益
金
処
分

に
関
す
る
件（
決
算
内
容

は
４
Ｐ
参
照
）

第
二
号
議
案

平
成
25
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
、
資
金
計
画
に

関
す
る
件（
卸
団
地
だ
よ

り
４
月
号
参
照
）

　

今
年
度
の
主
要
事
業
は
、

１
、
ま
ち
づ
く
り
協
定
の
条

文
の
承
認
と
組
合
員
お

よ
び
関
係
者
と
の
協
定

締
結
。

２
、
来
年
秋
に
実
施
す
る
組

合
設
立
50
周
年
記
念
事

業
の
準
備
。

３
、
組
合
保
有
の
不
動
産
の

有
効
利
用
の
検
討
。

第
三
号
議
案

平
成
25
年
度
の
賦
課
金
の

額
及
び
徴
収
方
法
決
定
に

関
す
る
件

　

原
案
通
り
、
一
社
月
額

２
０
０
０
円
と
し
、
６
月
と

10
月
の
２
回
に
徴
収
す
る
。

第
四
号
議
案

借
入
金
の
最
高
限
度
額
並

び
に
一
組
合
員
に
対
す

る
、
貸
付
の
最
高
限
度
額

に
関
す
る
件

　

借
入
金
最
高
限
度
額
２
億

円
、
一
組
合
員
へ
の
貸
付
限

度
額
１
０
０
０
万
円
と
す

る
。

第
五
号
議
案

理
事
・
監
事
へ
の
報
酬
限

度
額
に
関
す
る
件

　

理
事
へ
の
報
酬
限
度
額

は
、
年
額
１
１
５
万
円
。
監

事
へ
の
報
酬
限
度
額
は
年
額

15
万
円
と
す
る
。

以
上
の
第
１
号
か
ら
第
５
号

ま
で
議
案
は
全
て
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
六
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
の
件

　

今
総
会
の
終
了
時
を
も
っ

て
、
役
員
全
員
が
任
期
満
了

と
な
る
の
で
、
改
選
を
行
う

も
の
で
す
。

　

選
出
方
法
は
、
指
名
推
薦

制
を
全
員
一
致
で
決
め
、
選

考
委
員
に
、
小
林
今
朝
幸
、

小
山
啓
、
小
川
量
三
、
半
田

勝
也
の
各
氏
を
指
名

し
、
別
室
で
選
考
の

結
果
、
理
事
に
は
、

丸
山
正
一
、
高
橋
牧

尋
、
桑
原
茂
実
、
宮

下
信
義
、堀
健
二（
以

上
再
任
）、
田
中
良

男
、
石
森
義
久
、
田

辺
寛
樹（
以
上
新
任
）

の
各
氏
を
、
監
事
に

は
堀
部
俊
行（
再
任
）

五
十
嵐
康
弘（
新
任
）

の
二
氏
が
指
名
さ
れ
、
全
員

が
こ
れ
に
賛
成
し
て
、
新
役

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
理
事
会
を
開
き
、

理
事
長
に
丸
山
正
一
、
副
理

事
長
に
高
橋
牧
尋
、
桑
原
茂

実
の
各
氏
を
選
任
し
ま
し

た
。

　

以
上
で
議
事
全
て
を
終
了

し
ま
し
た
。
出
席
組
合
員
で

記
念
撮
影
の
後
、
続
い
て

ホ
ー
ル
へ
場
所
を
移
し
、
ご

来
賓
を
交
え
て
組
合
員
と
の

懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
冒
頭
に
、
環
境

事
業
へ
の
協
力
企
業
と
し

て
、
㈱
さ
が
み
商
事
様
と
被

災
地
支
援
事
業
へ
の
協
賛

で
、
㈱
バ
リ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
ス

様
の
二
社
に
対
し
理
事
長
か

ら
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

ま
た
本
年
は
、

懇
親
会
へ
は
各
社

２
名
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
、
52
名

の
参
加
を
頂
き
、

例
年
以
上
に
盛
大

な
懇
親
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

当
日
の
ご
来
賓

は
、
地
方
事
務
所

商
工
観
光
課
、
上

田
市
商
工
観
光

部
、
上
田
商
工
会

議
所
、商
工
中
金
長
野
支
店
、

八
十
二
銀
行
上
田
支
店
、
中

小
企
業
団
体
中
央
会
、
上
田

信
金
本
店
、
秋
和
自
治
会
、

桝
網
土
地
改
良
区
、
小
宮
山

税
理
士
事
務
所
の
方
々
で
し

た
。

平
成
25
年
度　

第
50
回
通
常
総
会

　

平
成
25
年
度
、
第
50
回
通
常
総
会
が
５
月
2�
日
卸
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 　

総
会
は
委
任
状
を
含
め
、
27
名
が
出
席
し
、
平
成
24
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
、
平
成
25
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
な
ど
が
審
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

新体制の紹介

総会審議の様子
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事
業
報
告

役　員　名　簿

理 事 長　丸山正一（㈱丸山商店） 再任

副理事長　高橋牧尋（㈱新村） 再任

　　〃 　　桑原茂実（上田冷蔵㈱） 再任

理　　事　宮下信義（㈱協和食品） 再任

　　〃 　　堀　健二（長野県連合青果㈱） 再任

　　〃 　　田中良男（㈲田中包装） 新任

　　〃 　　石森義久（石森㈱） 新任

　　〃 　　田辺寛樹（田辺商事㈱） 新任

監　　事　堀部俊行（㈲折真） 再任

　　〃 　　五十嵐康弘（㈱長野光商事） 新任

　

先
の
第
50
回
総
会
に
お
い

て
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ

ま
し
た
。こ
れ
に
関
連
し
て
、

４
常
設
委
員
会
の
正
副
委
員

長
が
次
の
通
り
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

事
業
委
員
会

　

委
員
長　

堀　

健
二

　

副
委
員
長　

宮
下
信
義

　
　
　
　
　
　

堀
部
俊
行

活
性
化
委
員
会

　

委
員
長　

石
森
義
久

　

副
委
員
長　

丸
山
良
治

　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
康
弘

環
境
委
員
会

　

委
員
長　

田
辺
寛
樹

　

副
委
員
長　

宮
沢
幸
弘

　
　
　
　
　
　

久
保
田
武

　
　
　
　
　
　

吉
池
裕
司

厚
生
委
員
会

　

委
員
長　

田
中
良
男

　

副
委
員
長　

湯
田
勝
己

　
　
　
　
　
　

両
角
幸
治

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
特
別

委
員
会
の
委
員
長
は
高
橋
牧

尋
、
50
周
年
記
念
事
業
特
別

委
員
会
は
桑
原
茂
実
と
両
副

理
事
長
が
留
任
。

関
連
組
織
と
し
て
は
、

十
日
会
会
長
は　

鈴
木
義
雄

　
　
　

副
会
長
は
湯
田
勝
己

青
年
部
会
長
は　

田
辺
寛
樹

　
　
　

副
会
長
は
丸
山
良
治

春の一斉清掃
5月23日㈭
60名が参加
近隣の企業からも参加し
て頂き、道路のゴミ・草
とりをしました。
秋にも行いますので、ご
協力をお願いします。

花壇
チューリップ・
ビオラ満開!! 
冬の寒さに耐えて、
やっと５月に満開と
なりました。桝網用
水脇に三つの花壇が
あり、また夏の花が
8月には花を咲かせ
ます。

新入社員歓迎会
4月18日㈭

今年もフレッシュな新人が入社しま
した。卸団地には�0名が配属され、
歓迎会を実施しました。

●石森㈱　3名　　　●田辺商事㈱　�名　●㈱デンセン　2名
●連合青果㈱　3名　●㈱ユダ　�名

ゴルフコンペ 4月28日㈰　浅間高原CC
24名参加

個人優勝　　春原史彦（小宮山会計事務所）　グロス　84　ネット　73.2
　準優勝　　徳竹嘉文（デンセン）　　　　　　　　　94　　　　　73.6
団体優勝　　ユダチーム　　　　　　　　　　　　 264　　　　 226.8

新旧役員歓送迎会

委
員
会
ス
タ
ー
ト

新
委
員
長
決
定

総　　会

理 事 会

理 事 長

事 業 委 員 会

活性化委員会

環 境 委 員 会

厚 生 委 員 会

問 屋 町 会

十 日 会

青 年 部

食 品 部 会

事 務 局

監 事 会

運　営・組　織　図

委員長　堀　健二　
（長野県連合青果㈱）

委員長　石森義久
（石森㈱）

委員長　田辺寛樹
（田辺商事㈱）

委員長　田中良男
（㈲田中包装）

会長　鈴木義雄
（㈱丸二）

会長　田辺寛樹
（田辺商事㈱）

局長　金井清一

6月6日㈭　於：ささや
長年ご苦労された三方
と共に、歓送迎会が新
任の理事を交えて盛大
に行われました。
小林今朝幸氏　28年

（環境委員長）　
石森周一氏　　24年

（事業委員長）　
中村　剛氏　　�6年

（厚生委員長）　 長い間ご苦労様でした。
退任理事各位（左より中村、石森、小林の各氏）
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株式会社
マルイチ産商

　北に勇壮な浅間
山が眼前に迫り、
南には峻険な山々
の連なる八ヶ岳連
峰、 同 じ く 甲 武
信ヶ岳を源とする
千曲川は豊かな流
れで平を成し、遥か日本海へと辿りながら北上しています。
　この自然スケールの近辺には軽井沢～草津温泉をはじめ
八ヶ岳高原、立科高原など観光地が数多く存在しています。
まさにド真ン中、当営業所は上信越道佐久ICに隣接する流通
業務団地内にて水産物を中心に、青果、食料品全般を取り扱
う卸売会社として地域の皆様に「ゆたかな食と生活文化を創
造する」をお届けする事業活動をしております。地理的に日
本で一番海から遠いエリアの一つといわれておりますが、や
がて、現在建設中にある、中部横断自動車道は更に南下し山
梨～静岡と繋がり、県内でも重要拠点になるでしょうし、こ
こ流通業務団地は全国各産地からの集荷地として、また、記
述の観光地へのアクセスとしては抜群な環境と言えるでしょ
う。当社は、豊かな食と生活文化を創造する総合食品流通産
業として、地球環境を守り、社会に信頼されるクオリティカ
ンパニーを目指しています。

株式会社
丸正食品

　 弊 社 は 昭 和31
年10月 に 上 田 駅
前で「株式会社丸
正食品」として創
業致しました。
　 今 年 で58年 目
を迎えます。創業
当時は、もやし、煮豆、佃煮、納豆、わさび漬、漬物類、酒
粕の製造販売をしておりました。神科と真田に工場があり、
催事販売等も行なっておりました。昭和43年に当卸団地へ
移転し、漬物、佃煮を主に商売を営んでおりましたが、年々
移り行く消費者のニーズに応え、一般食品の卸売も始めまし
た。現在の取扱い商品は、漬物、佃煮、醤油、砂糖、油、飲
料（ジュース･コーヒー）、缶詰、カップラーメン、菓子等、
約2,000品目を取り扱っております。販売先は一般の食料品
店、スーパー、JA信州うえだ、病院売店、官公庁売店等、東
北信中心に群馬県の一部まで販売活動を行なっております。
　食品業界の流通も激変しております。県外からの大手企業
の進出・出店、そして、昨今の大手スーパーさん、ドラッグ
ストアーさんの価格競争は驚くばかりです。
　お客様のお手元へ新しい物を、また小口でもお届けできる
よう心がけております。
　大変厳しい経済環境下ですが、責任のある営業活動を続け
て行きたいと思います。

信越定期
自動車株式会社
上田営業所

　 当 社 は 創 立65
年を迎えますが、
本社は長野市東和
田にあります。上
田営業所として、
上田市常田より上
田卸団地に移転して20年が経過しました。
　当社は創立以来、郷土の繁栄に寄与することを念頭におき、
高品質の輸送サービスを心掛けています。
自動車による貨物輸送を業としているため、特に交通事故の
防止には力を入れ運転者の自覚と、安全運転意識の高揚を図
るよう、真剣な取組みを行なってきました。
　従来より、特別積み合わせ運送事業を主体として『地域密
着』『顧客満足』をモットーに長野県を起点に全国ネットで、
お客様により良いサービスの提供が出来る様、営業所員7名
の少数精鋭にて日々頑張っています。

株式会社
システムプラン

　 弊 社 は、 昭 和
57年 に 旧 会 館 で
あった現在の場所
に、コンピュータ
ソフトウェアのシ
ステム開発会社と
して創業し、今年で32年目を迎えます。卸会館の隣という
大変いい場所で、創業以来ずっと現在の場所を本社として営
業しています。本社には現在18名の社員が勤務し、長野市
と東京都台東区に支店を構え3拠点全社で80名ほどの社員で
構成されています。
　事業内容は、企業様で利用される設備システムのソフト
ウェアと富士通製のサーバを中心とするOA機器を販売して
います。具体的には、製造業の設計製造生産管理システム、
CADシステム、金融機関向け手形や公金処理などのシステム、
駐車場管理やその保守システム、そして小規模から大規模ま
でのシステム運用サポートを業務とし、社員のほぼ全員がシ
ステムエンジニアであります。最近はICタグシステムの製造
開発を行い販売を開始しました。
　今後も県内を中心に物品や商品の管理システムとして安価
で高効率なシステムを提供して参りたいと思います。

卸団地企業紹介

卸団地のメンバーを順次ご紹介いたします
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貸借対照表
平成25年3月3�日現在　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位千円

資　産　の　部 金 額 負債及び資本の部 金 額

流動資産 現金 480 流動負債 短期借入金 23,000

預金 �3,006 法人税引当金 2,00�

その他 260 前受金 �,704

固定資産 土地 209,53� その他 �,222

建物 �8,88� 固定負債 受取補償金 23,280

その他 6,377 長期借入金 �2,900

投資資産 有価証券 �9,000 退職給与引当金 �,830

その他 �,495 資本 出資金 2�,750

法定準備金 28,�00

特別積立金 �40,000

当期利益金 5,850

その他 7,393

資産合計 269,030 負債・資本合計 269,030

 

組
合
の
動
き
（
抜
粋
）（

会
議
な
ど
の
出
席
状
況
） 

４
月
９
日　

正
副
理
事
長
会

　
　

�2
日 

食
品
部
会
総
会　

９
名

　
　

�6
・
�7
日　

春
の
健
康
診
断　

�6�
名
受
診

　
　

�7
日 

中
央
会
事
務
主
任
者
会　

局
長

　
　

�8
日 

新
入
社
員
歓
迎
会　

�5
名

　
　

�9
日 

監
査
会　

田
中
・
堀
部
・
理
事
長

　
　

23
日 

理
事
会
・
問
屋
町
会　

�6
名

　
　

25
日 

中
央
会
理
事
会（
長
野
）　

理
事
長

　
　

26
日 

青
年
部
総
会　

９
名

　
　

28
日　

春
季
ゴ
ル
フ
大
会　

浅
間
高
原
Ｃ
Ｃ　

参
加
26
名

５
月
�0
日　

正
副
理
事
長
会

 

十
日
会（
講
師　

地
方
事
務
所 

北
沢
氏
）　

�5
名

　
　

�5
日 

中
央
会
上
小
支
部
総
会　

理
事
長

　
　

�9
日　

長
野
県
連
合
青
果
㈱
50
周
年
祝
賀
会（
軽
井
沢
）　

理
事
長

　
　

2�
日　

第
50
回
定
時
総
会　

26
名　

懇
親
会　

52
名　

組
合
会
館

　
　

22
日 

中
央
会
総
代
会（
長
野
市
）　

理
事
長

　
　

23
日 

春
季
一
斉
清
掃　

63
名

　
　

27
日　

正
副
理
事
長
会

　
　

29
日 

活
性
化
委
員
会　

�0
名

６
月
６
日 

正
副
理
事
長
会
・
理
事
会
・
新
旧
役
員
歓
送
迎
会

　
　

�0
日 

金
井
清
一
新
事
務
局
長
入
所

　
　

�4
日 

問
屋
町
会
・
十
日
会

　

 

　

税
法
改
正
研
修
会（
講
師　

小
宮
山
税
理
士
）

　
　

�2
日　

中
金
会
ゴ
ル
フ
大
会（
軽
井
沢
）

　
　

�8
・
�9
日　

食
品
部
会
研
修
旅
行（
能
登
・
金
沢
）　

��
名

　
　

20
日 

活
性
化
委
員
会　

�0
名

　
　

2�
日 

環
境
委
員
会　

花
苗
の
植
栽　

��
名

　
　

25
日 

商
団
連
総
会（
東
京
）

 

ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

　
　

27
日 

卸
団
地
協
議
会
・
年
金
基
金
理
事
会
・
健
保
組
合
会（
松
本
）

　
　

28
日 

訳
あ
り
市
出
店
者
説
明
会　

2�
名

 
回
想

 
（
感
謝
の
お
礼
）

滝
沢　

順
一　

　

平
成
21
年
の
訳
あ
り
市
に

始
ま
り
、
今
年
も
７
月
７
日

に
開
催
さ
れ
る
訳
あ
り
市
を

も
っ
て
私
の
業
務
も
終
了
と

な
り
ま
す
。

　

組
合
業
務
は
初
め
て
で
あ

り
、
理
事
及
び
各
企
業
の
社

長
と
の
対
応
に
は
大
変
緊
張

し
た
思
い
で
し
た
。
少
し
づ

つ
馴
れ
て
き
た
と
き
、
商
団

連
の
全
国
事
務
局
長
会
や
中

央
会
の
上
小
地
区
の
事
務
局

長
と
の
繋
が
り
が
で
き
、
１

年
間
が
早
く
な
り
、
あ
っ
と

い
う
間
に
丸
４
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。

　

特
に
厚
生
行
事
で
は
、
従

業
員
や
家
族
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
り
、
笑
い
あ
り
、
涙

あ
り
と
楽
し
く
過
ご
せ
た
こ

と
が
一
番
で
し
た
。

　

行
き
届
か
な
い
処
が
数
々

あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の

皆
様
に
助
け
ら
れ
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

組
合
の
今
後
の
更
な
る
発

展
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

こ
の
度
事
務
局
長
と
し
て

お
世
話
に
な
る
金
井
清
一
で

す
。

　

昨
年
ま
で
、
八
十
二
銀
行

に
約
36
年
勤
務
し
て
お
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
問
屋
町
会
を
は
じ

め
、
各
委
員
会
の
活
動
が
活

発
で
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
で
き

る
様
、
又
、
福
利
厚
生
面
で

も
積
極
的
に
活
動
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
り

一
層
の
向
上
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少

し
で
も
組
合
員
の
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
様
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

損益計算書
自平成24年4月�日　至25年3月3�日　　　　　　　　　　　　　　単位千円

支　出　の　部 金 額 収　入　の　部 金 額

事業費 福利厚生事業費 665 事業収入 共同倉庫収入 2,6�4

共同売出し事業費 �,327 会館利用収入 6,�72

その他 �,543 共同駐車場収入 6,293

運営費 役員報酬 �,0�0 受取賃貸収入 8,223

給料手当 6,887 その他 657

減価償却費 3,249 賦課金収入 賦課金 780

租税公課 5,4�5 賦課金（員外） 684

地代 2,85� 補助金収入 補助金 30

その他 8,270 事業外収入 受取配当金 572

事業外費 法人税引当金繰入 2,00� 受取地代 �3,008

その他 829 雑収入 862

当期利益 5,850 その他 2

合　　計 39,897 合　　計 39,897

新
事
務
局
長
の

　
　
　
　

紹
介

平成24年度  決算報告


